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館長補佐 小 笠 原  誠 釜石地区生活応援センター係長  
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釜石市立釜石公民館 

Ⅰ 運営方針・重点目標 

1．運営方針 

釜石市生涯学習推進計画に基づき、地域に根ざし地域の実情に即した公民館活動を推進して市 

  民の学習ニーズにもきめ細かに応え、生涯学習の成果が地域活動などに反映される持続可能な学 

  びの社会である「学びと実践が循環する生涯学習社会」の形成に努める。 

 

2．重点目標 

（１） 地域の生涯学習の拠点として、公民館の機能及び事業内容の充実を図る。 

（２） 地域に身近な公民館として、住民のニーズに即した学習機会の提供を図る。 

（３） 地域の保健活動の核として、住民の心身の健康の維持増進を図る。 

（４） 地域課題の解決に向け、地域づくり活動の充実を図る。 

 

Ⅱ 事業計画 

1．乳幼児期～学齢期を中心とした事業 

施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

地域ぐるみ

の子育ての

支援 

わんぱく広場 様々な学びの場や体

験の場を提供し、仲間と

一緒に遊ぶ楽しさや、創

造と新たな発見の喜び

を感じてもらうととも

に、地域住民との交流の

場なども提供し、世代を

超えた交流を図りなが

ら、子どもたちが明るく

たくましく成長する機

会とする。 

 

○ 農業体験〔 ばしょまえ農園 〕 

《釜石小学校区放課後子ども教室 

「ばしょまえ交流館」と共催事業》 

【場所】釜石公民館（青葉ビル）前の畑 

【対象】釜石小学校区放課後子ども教室 

   「ばしょまえ交流館」の参加児童 

【時期、内容及び参加者数】 

第１回：５月１５日（木） 

    ピーマン、ナス、落花生の苗植 

付け 

６名（うち子ども ４名） 

 第２回：６月５日（木） 

     枝豆の苗植付け 

     ８名（うち子ども ６名） 

 第３回：７月１７日（木） 

ピーマン、ナス、枝豆の収穫及 

     び枝豆の実食 

     １５名（うち子ども １２名） 

 第４回：７月２４日（木） 

     ピーマン、ナスの収穫 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

     ９名（うち子ども ８名） 

 第５回：１１月１３日（木） 

     落花生の収穫及びピーマン、 

ナスの苗撤去［片付け］ 

５名（うち子ども ２名） 

 第６回：１１月２０日（木） 

     さつま芋掘り 

     １１名（うち子ども ９名） 

 

○ やさしい陶芸教室 

［わくわく広場と同時開催］ 

【場所】釜石公民館（青葉ビル） 

【対象】小学生など 

【講師】陶芸作家 澤 田 麟太郎 氏 

【内容】つくった器をへ 

カラフルにぬってみよう 

【時期及び参加者数】 

第１回：５月３１日（土） 

    ３７名（うち子ども １５名） 

第２回：１１月８日（土） 

    ４４名（うち子ども ２１名） 

［定員：各回 ２０名］ 

 

○ 情報モラル教室 

〈共通事項〉 

【内容】インターネットにひそむ危険 

【講師】ソフトバンク㈱北海道・東北地域 

CSR部 参与 鈴 木 利 昭 氏 

《 白山小学校 》【新規】 

【時期】６月７日（土） 

【場所】白山小学校体育館 

【対象】全児童とその保護者 

【参加者数】６１名（うち子ども ３２名） 

《 釜石小学校 》 

【時期】１１月１０日（月） 

【場所】対象学年の教室 

【対象】５・６年生の児童 

【参加者数】５年生 １１名 

      ６年生  ９名 

 ※ ６年生の教室では、ソフトバンク 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

  人型ロボットＰｅｐｐｅｒが登壇 

 

○ ホタル観察会 

《釜石・平田・唐丹公民館三館合同事業》 

［いきいき広場と同時開催］ 

【時期】７月１１日（金） 

【場所】ラベンダーファームおざわ 

（唐丹町山谷） 

【対象】小学生など 

【参加者数】１７名（うち子ども ８名） 

 

○ 釜石高等学校定時制コラボ事業 

～ ボランティア活動 ～ 

【時期】１２月５日（金） 

【場所】釜石公民館（青葉ビル） 

    青葉通り緑地 

【内容】かまいし冬灯り 2025 関連作業 

   ① メッセージカードの装飾 

   ② お菓子の袋詰め 

   ③ イルミネーションへ飾り付け 

【協力】かまいし冬灯り実行委員会 

【参加者数】１３名（うち生徒 ９名） 

 

○ mUsica pUisto 音楽会（音楽鑑賞） 

インフルエンザ感染症で中止 

【時期】１２月１６日（火） 

【場所】白山小学校音楽室 

【対象】白山小学校児童 

【内容】クリスマスコンサート 

【協力】音楽団体mUsica pUisto 

 

○ ボーイスカウト釜石第２団コラボ事業 

～ クリスマス会 ～ 

【時期】１２月２０日（土） 

【場所】釜石公民館（青葉ビル） 

【対象】小学生以下の児童 

【内容】クイズ、ダンス、ゲームなどの催 

し物、プレゼント贈呈など 

【参加者数】２４名（うち子ども １１名） 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

～ 水辺の鳥観察会 ～ 

《こどもエコクラブ 

「冬の野鳥観察会」との合同事業》 

［いきいき広場と同時開催］ 

【時期】１月２４日（土） 

【場所】片岸公園周辺 

【対象】小学生など 

【講師】釜石野鳥観察会 

【参加者数】２３名（うち子ども １０名） 

 

【成果と課題】 

本年度は、当初計画していた６事業のうち、白山小学校の全児童を対象とした音楽

鑑賞のみ、インフルエンザ罹患者数の急増により、やむを得ず中止とした以外は、全

て予定どおり実施した。この他、年度途中であったが、令和５・6 年度にコラボ事業

として実施していた釜石高等学校定時制から、生徒に何かしらのボランティア活動を

体験させたいとの要望を受け、急遽、12 月 11日から開催する「かまいし冬灯り」

の準備作業に一役を担っていただいた。かまいし冬灯りは、有志団体において、青葉

通り緑地へイルミネーションを装飾。綺麗な光を届けることにより、見た方の心を癒

しながらも、少しでも釜石を元気にしたいとの思いで、本年度から始まったものであ

る。有志団体は、市内の若者のみで構成されていたこともあり、参加した生徒は、事

業の狙いである社会奉仕以上に、若い世代のみで釜石の活性化に貢献できたことに対

して、非常に達成感に満ちた表情が見られた。さらに、有志団体においても、自分達

よりも若い力をもらったことから、イベントへの活力が増すなど、相互において、非

常に有益で、かつ貴重な時間を提供することができた。 

引き続き、恒例事業を始め、子どもに興味関心を抱くような事業を企画立案し、一

人でも多くの子どもたちに「明るくたくましく成長する機会の場」を提供するととも

に、より一層、世代を超えた交流を図り、笑顔があふれ、有意義と感じていたき、何

かしらの新たな発見に繋がるような事業を実施していきたい。 

 

 

2．成人期～高齢期を中心とした事業 

施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

ライフサイ

クルに沿っ

た健康づく

り 

健幸サポート

事業 

誰もが自分の身体に

関心を持ち、健康づくり

に取り組みたいと思え

るような機会を提供す

るとともに、心身の健康

等に不安や問題を抱え

ている方などに対し、個

別に相談に応じ、指導や

○ 健幸相談 

【時期】随時 

【場所】釜石公民館（青葉ビル）など 

【対象】地域住民 

【内容】健診結果説明、生活習慣指導、 

    心の相談等 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

助言、見守りなどを行い

ながら、生活習慣病予防

をはじめとした健康づ

くりへの一助を担う。 

 

【成果と課題】 

定期的な相談日は設けず、随時、心身の健康に悩みを抱える方の相談に対応した。 

特にも、特定健診後の結果説明や食生活・生活習慣について、指導を実施したほか、

心身の不調を始めとした複数の問題を抱える方については、定期的に面談・訪問を行

うなど、きめ細かな対応に努めた。 

今後も健康づくりの一助を担うよう、相談や指導を実施していきたい。 

 

高齢期対象の

健康教室 

住民主体の活動を支

援するとともに、各地区

健康サロン等において、

自分の身体や健康に興

味や関心を抱かせ、さら

なる自主的な実践に繋

がるよう、住民の自立支

援・心身の健康の保持増

進に努める。 

 

○ 各地区健康サロン 

① AOBA 運動教室 

【時期】毎月第１・第３・第４金曜日 

【場所】釜石公民館（青葉ビル） 

【対象】地域住民 

【内容】第１・第３ 卓球バレーなど 

第４ レクレーション 

【協力】釜石市体育協会 

 

② 大平運動教室 

【時期】毎月第 2火曜日 

【場所】大平集会所 

【対象】地域住民 

【内容】軽体操、ニュースポーツなど 

【協力】釜石市体育協会 

 

③ お茶っこうれいし 

【時期】毎週金曜日 

【場所】嬉石地区集会所 

【対象】地域住民 

【内容】１００歳体操、ニュースポーツな

ど 

【協力】釜石市社会福祉協議会 

 

④ 東前健康教室 

【時期】毎月第４木曜日 

【場所】東前集会所 

【対象】地域住民 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

【内容】１００歳体操、軽運動など 

【協力】釜石市社会福祉協議会 

    釜石市体育協会 

 

⑤ のぞみサロン 

【時期】毎月第 3金曜日 

【場所】望洋ケ丘集会所 

【対象】地域住民 

【内容】軽運動、ニュースポーツなど 

【協力】釜石市社会福祉協議会 

    釜石市体育協会 

 

⑥ 松原くらぶ 

【時期】毎週土曜日 

【場所】松原地区コミュニティ消防センター  

【対象】地域住民 

【内容】１００歳体操、軽運動など 

 

 ⑦ 浜サロン 

【時期】毎週金曜日 

【場所】浜町集会所 

【対象】地域住民 

【内容】１００歳体操、軽運動など 

 

⑧ 只越はまゆりクラブ 

【時期】毎週金曜日 

【場所】只越復興住宅 1 号棟集会所 

【対象】地域住民 

【内容】１００歳体操、軽運動など 

 

○ 各地区健康サロン等での健康講話 

【時期】適宜 

【場所】各地区集会施設など 

【対象】地域住民 

【内容】健康づくりに関する講話 

 

【成果と課題】 

本事業は、各地区において、自主的に活動している健康サロンなどに出向き、主に

健康講話を実施しているが、その他にも、多くの団体が自主活動グループとして活動

していることから、活動に伴う相談役にも徹しているなど、後方支援にも努めており、
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

自主的な活動を存続するには、今後も、継続した後方支援が必要と捉えている。 

また、当館管内には、通い・集いの場がない町内会があること、自主活動グループ

における参加者の固定化や、新たな参加者の受け入れが難しいことなどが課題として

挙げられるが、益々高齢化が進んでいる現状において、健康サロンなどの自主活動グ

ループの必要性や重要性が高まっていることから、これまで以上に、健康サロンなど

を積極的に利用していただけるよう、協力団体などの関係機関と連携を図りながら、

活動内容も含めて検討していきたい。 

 

交流の推進 わくわく広場 様々な体験の場を提

供し、ものづくりへの関

心を高めながら、一人ひ

とりの個性や能力を生

かし、豊かな心や感性、

創造性を育むとともに、

参加者間の交流を深め

ながら、仲間づくりを始

めとした生きがいのあ

る充実した生活への一

助とする。 

 

○ やさしい陶芸教室 再掲 

［わんぱく広場と同時開催］ 

【場所】釜石公民館（青葉ビル） 

【対象】地域住民 

【講師】陶芸作家 澤 田 麟太郎 氏 

【内容】つくった器をへ 

カラフルにぬってみよう 

【時期及び参加者数】 

第１回：５月３１日（土） 

    ３７名（うち子ども １５名） 

第２回：１１月８日（土） 

    ４４名（うち子ども ２１名） 

［定員：各回 ２０名］ 

 

○ そば打ち教室 

【場所】釜石公民館（青葉ビル） 

【対象】地域住民 

【講師】市唐丹地区生活応援センター 

菊 地 秀 明 氏 

【時期及び参加者数】 

第１回：７月３日（木）／ ６名 

 第２回：１月 2０日（火）／ ７名 

［定員：各回 ７名］ 

 

【成果と課題】 

本年度は、これまでの実績をもとに、毎回好評を得ている「陶芸教室」及び「そば

打ち教室」を予定どおり実施した。 

わくわく広場は、様々な体験の場を提供し、ものづくりへの関心を高めることとし

ているため、材料や道具の確保など、準備の都合上、どうしても定員を設定して実施

しているが、「陶芸教室」については、講師の意向（道具はもちろん、テーブルや椅子

など会場における許容範囲の限界まで受け入れて欲しい）を受けて、毎回のように定

員を超えて実施しているなど、非常に人気が高い事業となっている。 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

年度途中には、当初の計画になかった、令和５・６年度と続いた料理教室の実施を

検討し、予算的な課題（講師謝礼）は、市職員（栄養士）の力を借りることで解消す

ることから、関係者と調整したが、栄養士は、既に他地区で実施している料理教室等

を多数担当しており、新たな場所での実施には手が回らない状況等から、断念せざる

状況であった。 

今後は、人気がある事業は継続しながらも、これまで以上にニーズの把握に努め、

新たに人気が出る事業を企画立案して、一人でも多くの方へ「生きがいのある充実し

た生活への一助」となる事業を実施していきたい。 

 

高齢者の生

きがいづく

り 

いきいき広場 新たな興味や関心を

抱かせるような学びや

芸術鑑賞、娯楽要素を含

めた催し物など、生きが

いづくりに繋がるよう

な様々な場を提供し、健

康でいきいきとした生

活が送れるように支援

する。 

 

○ いきいきウォーキング 

【時期】① ５月１日（木） 

    ② １０月９日（木） 

    ③ ３月２５日（水） 

【場所】① 岩泉町 

② 花巻市 

③ 大船渡・陸前高田市 

【対象】地域住民 

【内容】① 緑風ウォーキング in 岩泉 

    ② 秋麗ウォーキング in 花巻 

③ 早春椿ウォーキング in 大船渡 

  ＆｢考える人像｣を見に行こう！ 

【講師】釜石市体育協会 

    佐 藤 千 依 氏 

【参加者数】① ２２名 

② ２２名 

      ③   名 

［定員：各回 ２０名］ 

 

○ 五葉山登山 

《釜石・平田・唐丹公民館三館合同事業》 

【時期】６月 1４日（土） 

【場所】唐丹町（赤坂峠コース） 

【対象】地域住民 

【協力】釜石岳友会（ガイド役） 

【参加者数】２０名（うち子ども １名） 

 

○ ホタル観察会 再掲 

《釜石・平田・唐丹公民館三館合同事業》 

［わんぱく広場と同時開催］ 

【時期】７月１１日（金） 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

【場所】ラベンダーファームおざわ 

（唐丹町山谷） 

【対象】地域住民 

【参加者数】１７名（うち子ども ８名） 

 

○ 特殊詐欺教室【新規】 

《釜石・中妻公民館二館合同事業》 

【時期】７月２５日（金） 

【場所】釜石公民館（青葉ビル） 

【対象】地域住民 

【題名】Ｐｅｐｐｅｒと学ぶ！ 

特殊詐欺撃退教室！ 

【講師】釜石警察署生活安全課 

    課長 高 橋 友 一 氏 

ソフトバンク 

人型ロボットＰｅｐｐｅｒ 

ソフトバンク㈱北海道・東北地域 

CSR部 参与 鈴 木 利 昭 氏 

【参加者数】３６名 

 

○ 健康マージャン【新規】 

【場所】釜石公民館（青葉ビル） 

【対象】地域住民 

【協力】平田どうもの会（指導者） 

【時期及び参加者数】 

第１回：８月５日（火）／ １０名 

第２回：９月２日（火）／ １６名 

 

○ グラウンドゴルフ交流会【新規】 

《釜石・平田・唐丹公民館三館合同事業》 

【時期】９月１６日（火） 

【場所】小白浜コミュニティ広場 

（唐丹町小白浜） 

【対象】地域住民 

【参加者数】３８名 

 

○ 援奏にこにこコンサート（音楽鑑賞） 

《(公社)釜石地区法人会と共催事業》 

【時期】１０月１日（水） 

【場所】釜石公民館（青葉ビル） 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

【対象】地域住民 

【内容】５人の楽器演奏者によるコンサ

ート（ヴァイオリン・トランペッ

ト・マリンバ・ピアノ） 

【協力】すすきだ音楽隊 

【参加者数】３１名 

 

○ 釜石市宝樹寺コラボ事業 

 ～ 太田浩史さん講演会 ～ 

【時期】１１月２２日（土） 

【場所】宝樹寺（本堂） 

【対象】地域住民 

【講師】日本民藝協会常務理事 

    太 田 浩 史 氏（富山県在住） 

【講題】美しい豊かな暮らしと、 

他力の教え  

【参加者数】３１名 

 

○ 青葉シアター（映画上映会） 

《いわて映画上映ネットワークと共催事業》 

【場所】釜石公民館（青葉ビル） 

【対象】地域住民 

【時期、参加者数及び上映作品】 

 第１回：１１月２８日（金）／ ２８名 

     人生フルーツ 

 第２回：２月１３日（金）／ ３０名 

     ラーゲリより愛を込めて 

 

○ 青葉コンサート（音楽鑑賞） 

《(公財)音楽の力による復興センター 

・東北と共催事業》 

【時期】１月１２日（月／祝日） 

【場所】釜石公民館（青葉ビル） 

【対象】地域住民 

【内容】うたとピアノによるコンサート 

【参加者数】２２名 

 

○ ボーイスカウト釜石第２団コラボ事業 

～ 水辺の鳥観察会 ～ 再掲 

《こどもエコクラブ「冬の野鳥観察会」 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

との合同事業》 

［わんぱく広場と同時開催］ 

【時期】１月２４日（土） 

【場所】片岸公園周辺 

【対象】地域住民 

【講師】釜石野鳥観察会 

【参加者数】２３名（うち子ども １０名） 

 

○ mUsica pUisto 音楽会（音楽鑑賞） 

～ あおば歌声喫茶 ～ 

【時期】３月１３日（金） 

【場所】釜石公民館（青葉ビル） 

【対象】地域住民 

【内容】歌謡曲や唱歌の合唱など 

【協力】音楽団体mUsica pUisto 

【参加者数】  名 

 

【成果と課題】 

本年度は、新たに企画した「健康マージャン」を含め、当初計画していた８事業を

実施した。この他、令和２年度から継続実施していた青葉シアター（映画上映会）や、

令和６年度に実施した宝樹コラボ事業（講演会）は、いずれも協力先への要望を続け、

結果、いずれも実施することができた。また、釜石・平田・唐丹公民館の三館合同事

業は、これまでの「五葉山登山」に加え、新たに「グランドゴルフ交流会」を、最寄

りの中妻公民館との合同事業では、「特殊詐欺教室」をそれぞれ実施するなど、地域

を越えた交流の場の提供も図った。 

 引き続き、地域の要望に耳を傾けながら、地域住民が求める生涯学習のニーズ把握

に努め、出来る限り柔軟な対応も心掛け、一人でも多くの方へ生きがいづくりに繋が

るような様々な場を提供できるよう、健康でいきいきとした生活が送れるように支援

していきたい。 

なお、「健康マージャン」を実施したことを機に、今では自主活動グループ『青葉

マージャンクラブ』が設立。月２回の活動に、毎回１５名前後の方が参加している状

況が見られるため、紛れもなく、事業目的の成果の一つとして、さらには、自主活動

グループへ繋がった成功例の一つとして捉えている。 

 

社会参加の

促進 

公民館自主活

動グループ支

援 

施設設備の供用を行

い、市民の自主的な生涯

学習活動を支援する。 

 

○ 公民館施設設備の供用 

【時期】通年 

【場所】釜石公民館（青葉ビル） 

保健福祉センター など 

【対象】地区住民 

【登録団体】 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

 ７７団体（令和８年２月２６日現在） 

  ※ 増 ２団体 ／ 減 １団体 

【参考】 

令和７年４月１日現在：７６団体 

 

【成果と課題】 

趣味や健康づくりなど、地域住民主体の生涯学習活動の場を提供した。 

釜石公民館に登録している自主活動グループの活動拠点は、釜石公民館（青葉ビル

／活動室）を中心に、保健福祉センター（研修室）や各地区の集会所など、様々な場

所で活動しており、自主活動グループに登録している団体数は、令和元年度末現在で

４０団体あったものが、令和６年度末では７６団体と大幅に増加している。 

その一方で、高齢化などによる会員数（参加率）の減少や、時代やライフスタイル

の変化等による価値観の多様化から、人間関係の構築を敬遠している方も見受けら

れ、結果、やむを得ず活動を中止（解散）に至った団体もある。 

このような状況は他地区でも同様と思われるが、居場所や生きがいを求める方への

橋渡しを行いながら、時には、自主性や主体性をサポートしながら、引き続き、生涯

学習活動の場の提供に努めるとともに、自主活動グループの支援を行っていきたい。 

 

芸術文化活

動の推進 

みなとかまい

し歴史講座 

郷土の文化を始めと

した、様々な歴史に触れ

る学習の場を提供し、郷

土の誇りや魅力などを

再認識していただき、よ

り良いまちづくりへの

活力へ繋げるほか、教養

を深めていただくこと

により、物事に対する理

解力や創造力を高め、よ

り一層の生きがいづく

りを見出す一助とする。 

 

○ 漢字なりたち講座 

〈生涯学習まちづくり出前講座活用事業〉 

【場所】釜石公民館（青葉ビル） 

【対象】地域住民 

【講師】(公財)漢検漢字教育サポーター・ 

    漢字教育士 川 﨑 悠 嗣 氏 

【時期、漢字テーマ及び参加者数】 

 第１回：７月３１日（木）／夏の漢字 

津波注意報発令で中止  

 第２回：１０月２３日（木）／秋の漢字 

１３名 

 

○ 郷土民話教室《 おらほの民話 》 

【場所】釜石公民館（青葉ビル） 

【対象】地域住民 

【内容】ふるさとの昔話 

【講師】漁火の会 

【時期及び参加者数】 

 第１回：９月１７日（水）／ １２名 

 第２回：３月１８日（水）／   名 

 

○ 文化財めぐり in 唐丹 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容（時期・場所・対象ほか） 

〈生涯学習まちづくり出前講座活用事業〉 

【時期】１０月３０日（木） 

【内容】葛西昌丕史跡ツアー 

【対象】地域住民 

【講師】市教育委員会事務局文化財課 

    主査 加 藤 幹 樹 氏 

【参加者数】１０名 

 

【成果と課題】 

本年度は、当初計画していた 3 事業を実施した。令和６年度において、小学１年生

から大人までと幅広い年齢層を対象に実施した「やさしい漢字塾」は、本年度に「漢

字なりたち講座」へ名称を変更し、さらに大人向けに内容を見直して２回実施を予定

していたが、１回目に設定した７月は、津波注意報の発令により中止。２回目に設定

した１０月は、見方によっては初めての実施となるため、参加者数や参加者の反応な

どに不安を感じていたが、当日は、１０名を超える方に参加していただき、多くの方

から、中止した７月も楽しみにしていたこと、さらに事業終了後には、「とても楽し

い時間だった」「非常に有意義だった」「是非、継続して欲しい」等々、前向きな感想

を聞かされるなど、好感触であったことから、今後も、継続的な事業実施に向けて講

師と調整していきたい。 

この他、令和２年度から継続して年２回実施している「郷土民話教室」は、初回は

１４名の方に参加いただいたが、その後は減少傾向が見られ、ここ数年では、一桁代

の参加者数に留まっていたものの、初回に次ぐ１２名の方に参加していただいた。今

回は、これまでと同様に、常連となっている参加者はもちろんのこと、回を重ねる度

に、新たな参加者が見られていたほか、事業実施を周知している釜石地区生活応援セ

ンターだより「青葉タイムズ」を初めて拝見して参加した方もおり、まだまだ満足い

く認知度には至っていないものと気付かされた。 

郷土民話教室は、市内外で活動し、当館の自主活動グループでもある「漁火の会」

から協力をいただいているため、自主活動グループの支援の観点からも、継続的に実

施しているが、今回を機に、地域住民への周知が、十分に行き渡っていないことを認

知できたことから、事業の周知に当たっては、事業の継続実施も欠かせないものと思

われること、もちろん多くの参加者から事業継続の声を聞かされていることから、漁

火の会の意向もあるが、できるだけ継続的に実施していきたい。 

 引き続き、様々な歴史に触れていただきながら、郷土の魅力を再認識していただき、

生きがいづくりを見出す一助に繋がるような、より一層の教養が深まるような学習の

場を提供（事業）していきたい。 

 

 

３．地域や世代を超えた事業 

施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

交流の場の コミュニティ  当館所管の地域には、 ○ 薬師公園清掃活動 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

創出 推進事業 

 

市の中心市街地を始め、

震災による復興住宅が

数多く林立されており、

既存住民と様々な地域

からの移住者との関係

性が希薄な現状にある

中、互いに支え合い、助

け合い、誰もが住みやす

く、安心して暮らすこと

が出来るように、双方の

融和を図りながら、地域

全体として住民同士の

調和に努め、より良いコ

ミュニティの構築に向

けた、住民同士の交流を

促進する場を提供し、一

層の親睦が深まる一助

とする。 

 

《みなとかまいし地区会議と共催事業》 

【時期】4月６日（日） 

【場所】薬師公園 

【対象】みなとかまいし地区住民 

【内容】清掃活動（落ち葉拾いを含む） 

【参加者数】２２名 

 

○ フラワー大作戦 in青葉通り 

《みなとかまいし地区会議と共催事業》 

【時期】5月２９日（木） 

【場所】青葉通り緑地 

【対象】みなとかまいし地区住民 

【内容】花苗の定植 

【参加者数】１６名 

 

○ フラワー大作戦 in釜石港線 

《みなとかまいし地区会議と共催事業》 

【時期】6月８日（日） 

【場所】県道釜石港線沿い 

（大渡町～只越町） 

【対象】みなとかまいし地区住民 

【内容】花苗の定植 

【参加者数】６５名 

 

○ 年末ごみ拾いウォーキング 

《みなとかまいし地区会議と共催事業》 

北海道・三陸沖後発地震注意情報 

の発表などで中止 

【時期】12月１３日（土） 

【場所】中心市街地及びその周辺 

【対象】みなとかまいし地区住民 

【内容】ウォーキングしながらごみ拾い 

 

【成果と課題】 

本年度は、４事業を実施する予定としていたが、「年末ごみ拾いウォーキング」の

み、約４０名から申込みを受けていたものの、後発地震注意情報の発表などを受け、

参加者の安全安心を最優先に判断し、やむを得ず中止とした。 

実施した３事業を含め、当初に計画をしていた４事業は、全て、みなとかまいし地

区会議（まちを元気にするイベント）との共催事業としているが、その背景には、当

館（みなとかまいし地区会議）が所管する地域には、災害公営復興住宅が多く林立
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

（１８棟）され、古くから生活している住民（町内会などの組織団体も含む）と、東

日本大震災により他の地域からの移住者（各復興住宅内の自治会などの組織団体も

含む）との融合が大きな課題となっており、そこで、公民館事業では「住民同士の交

流を促進する場の提供」を目的とし、みなとかまいし地区会議では、「『人とひととの

つながり』によるまちづくりの機運を熟成する」ことを重点目標の一つとしており、

いずれも目指している方向性が一致していることから、全てを共催事業に位置付け、

継続して実施している。 

引き続き、地域のコミュニティの推進に向けて、関係機関との連携を図りながら、

より多くの交流が生まれる場の提供に努め、各事業を実施していきたい。 

 

 

４．学びの場を充実するための事業 

施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

社会教育施

設等の充実 

施設の貸館 地域の学び、考え、行

動する拠点として公民

館施設を活用する。 

 

○ 施設の貸館 

【時期】通年 

【場所】釜石公民館（活動室 1・2） 

【対象】自主活動グループなど 
 

［参考］貸館実績 

《令和７年度》令和８年１月末日現在 

団体数 回数 人数 

４８ ８４５  ５,７７５ 
 

《令和６年度》 

団体数 回数 人数 

４８ １,０３２  ６,３２８ 

  

【成果と課題】 

令和６年度の実績と比較すると、利用団体数や利用回数は、ほぼ横ばいで推移し

ながらも、利用人数は増加傾向となっている。公民館施設は、主に自主活動グループ

の活動の場として貸出しているが、自主活動グループの登録数は、年々、増加（令和

５年度末７０団体→令和６年度末７６団体→現在７７団体）している反面、グルー

プ会員の高齢化等により、止む無く解散に至っているグループも出始めている。 

いずれ、利用人数だけ見ても、需要が年々高まっているため、より一層、地域の学

び・考え・行動する拠点となるよう、利用者のニーズに答えられるよう日々努めてい

くとともに、照明設備などの軽微な不具合等にも注視しながら、より快適な施設利

用に向けた環境整備を徹底していきたい。 
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５．市民が主役の学び社会を目指した事業 

施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

生涯学習ネ

ットワーク

の形成 

センター 

だよりの発行 

公民館事業や保健事

業の周知、釜石地区管内

における町内会や自主

活動グループの活動、市

の重要事項のお知らせ

など、様々な情報を広く

発信する。 

 

○ 釜石地区生活応援センターだより

「青葉タイムズ」 

【時期】通年（1回／月：15 日発行） 

【発行部数】約 ２,８００部 

 

【成果と課題】 

月１回（毎月１５日）発行し、行政連絡員等の協力を得て、広報かまいしと一緒

に配布している。生活応援センターだよりは、公民館事業や保健事業、市の重要事

項（特にも釜石地区）の周知など、様々な情報を発信していることから、要点を明

確することはもちろんのこと、文字の大きさ、色合い、イラストを活用するなど、

誰もが読みやすい広報誌となるよう心掛けて作成している。 

引き続き、地域に身近で親しみやすい広報誌となるよう作成していきたい。 

 

 



 

令和８年度 釜石公民館事業計画概要について 

 
Ⅰ 運営方針（基本方針） 
 釜石市生涯学習推進計画に基づき、地域に根ざし地域の実情に即した公民館活動を推進して市民

の学習ニーズにもきめ細かに応え、生涯学習の成果が地域活動などに反映される持続可能な学びの

社会である「学びと実践が循環する生涯学習社会」の形成に努める。 

 

Ⅱ 事業計画（主催事業） 

１．わんぱく広場 

 目的：様々な学びの場や体験の場を提供し、仲間と一緒に遊ぶ楽しさや、創造と新たな発見の喜

びを感じてもらうとともに、地域住民との交流の場なども提供し、世代を超えた交流を図り

ながら、子どもたちが明るくたくましく成長する機会とする。 

〔時期〕適宜          〔場所〕釜石公民館（青葉ビル）など 

 〔対象〕地区の児童生徒など 〔内容〕農業体験、ものづくり体験、観察会、芸術鑑賞など 

 

２．健康相談 

 目的：健康に関する悩みの相談を受け適切な助言を行うことにより、問題解決に導き、相談者が 

   健康的な生活を送れるようにする。特にも血圧・減塩について学習していく機会を設ける。 

（当市が脳血管疾患罹患率・死亡率が県下でも高いことから。） 

 〔時期〕随時        〔場所〕釜石公民館（青葉ビル）など 

 〔対象〕地区住民      〔内容〕保健師による健康個別相談 

                   血圧・減塩の相談等 

 

３．健康教室 

 目的：健康講話、軽運動などの様々な機会を捉えて、市民の健康づくりへの意識向上を図り、健

康で安心して暮らせるまちづくりにつなげるため、社会福祉協議会等の関係団体と連携しな

がら、住民の集まる場としてのサロンやサークルなど、自主的な活動への発展を目指す。 

 ○ 各地区健康サロン 

 〔時期〕随時        〔場所〕釜石公民館（青葉ビル）、各地区集会所など 

 〔対象〕地区住民      〔内容〕講話、軽運動など 

 ○ 各地区健康サロン等での健康講話 

 〔時期〕随時        〔場所〕嬉石地区集会所、東前集会所、望洋ヶ丘集会所、浜町集 

                  会所、松原地区コミュニティ消防センターなど 

 〔対象〕地区住民      〔内容〕健康講話など 

 

４．わくわく広場 

 目的：様々な体験の場を提供し、ものづくりへの関心を高めながら、一人ひとりの個性や能力を

生かし、豊かな心や感性、創造性を育むとともに、参加者間の交流を深めながら、仲間づく

りを始めとした生きがいのある充実した生活への一助とする。 
〔時期〕適宜         〔場所〕釜石公民館（青葉ビル）、地区集会所など 

 〔対象〕地区住民      〔内容〕ものづくり体験、料理教室など 

 

５．いきいき広場 

 目的：新たな興味や関心を抱かせるような学びや芸術鑑賞、娯楽要素を含めた催し物など、生き

がいづくりに繋がるような様々な場を提供し、健康でいきいきとした生活が送れるように支

援する。 

 〔時期〕適宜            〔場所〕釜石公民館（青葉ビル）、地区集会所など 

 〔対象〕地区住民      〔内容〕芸術鑑賞、講話、軽運動など 

 



 

６．みなとかまいし歴史講座 

 目的：郷土の文化を始めとした、様々な歴史に触れる学習の場を提供し、郷土の誇りや魅力など

を再認識していただき、より良いまちづくりへの活力へ繋げるほか、教養を深めていただく

ことにより、物事に対する理解力や創造力を高め、より一層の生きがいづくりを見出す一助

とする。 

〔時期〕適宜           〔場所〕釜石公民館（青葉ビル）、市内の歴史名所など 

 〔対象〕地区住民      〔内容〕講話（民話など）、史跡見学など 

 

７．コミュニティ推進事業 

目的：当館所管の地域には、市の中心市街地を始め、震災による復興住宅が数多く林立されてお

り、既存住民と様々な地域からの移住者との関係性が希薄な現状にある中、互いに支え合い、

助け合い、誰もが住みやすく、安心して暮らすことが出来るように、双方の融和を図りなが

ら、地域全体として住民同士の調和に努め、より良いコミュニティの構築に向けた、住民同

士の交流を促進する場を提供し、一層の親睦が深まる一助とする。 

 ○ 薬師公園清掃活動［みなとかまいし地区会議等、関係機関との共催事業］ 

〔時期〕４月上旬（例年：第１日曜日） 〔場所〕薬師公園 

 〔対象〕地区住民            〔内容〕清掃活動 

 ○ 花苗植栽活動［みなとかまいし地区会議等、関係機関との共催事業］ 

〔時期〕６月頃            〔場所〕県道釜石港線（鈴子町～只越町） 

 〔対象〕地区住民            〔内容〕道路沿い花壇への植栽 

 ○ 年末ごみ拾いウォーキング［みなとかまいし地区会議等、関係機関との共催事業］ 

〔時期〕１２月上旬（例年第２土曜日） 〔場所〕中心市街地及びその周辺 

 〔対象〕地区住民              〔内容〕ウォーキング及び清掃活動 

 

Ⅲ その他 

１．センターだよりの発行 

 目的：公民館事業や保健事業、市の重要事項（特にも釜石地区）等を広く情報発信する。 

 〔時期〕毎月１回（１５日発行） 

 〔部数〕青葉タイムズ（センターだより）    約 ２,８００部／回 

 

２．地域会議「みなとかまいし地区会議」 

 目的：住みよく誇りの持てるまちづくりなど 

 

３．公民館自主活動グループ等支援 

 目的：施設設備の供用を行い、市民の自主的な生涯学習活動を支援する。 

 〔時期〕通年        〔場所〕釜石公民館（青葉ビル）、保健福祉センターなど 

 〔対象〕地区住民      〔内容〕公民館施設設備の供用 

 
 その他、共催事業や後援事業などについても、公民館運営方針に基づき積極的に実施し、地域に

身近な公民館として生涯学習の推進に努める。 


